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箱根ジオパークの
　　再認定審査が行われました！

　10月14日から16日までの 3 日間、箱根ジオパーク再認定審査の現地調査が行われました。現地
調査では、前回の認定から 4 年間の活動実績の報告の他、関係団体の紹介や各地域のガイドが調
査員にジオサイトを案内しました。
　大涌谷では、安全対策を施したうえで、現在は立入禁止となっている大涌谷自然研究路を現地
ガイドなどが案内し、大涌谷の活動の歴史や避難シェルターを紹介しました。
　現地調査を終え調査員からは、「箱根ジオパークは首都圏から近く、多くの観光客が訪れる場
所であり国際的な知名度も高い。日本だけでなく世界中の人々にジオパークを知ってもらえる場
所であり、日本ジオパークの中でも重要なジオパークである」と期待をされました。
　一方で、「箱根ジオパークのジオストーリーや火山の恵みと人の暮らしのつながりを積極的に
広報し、教育などに役立ててほしい」など、今後の課題も指摘されました。
　再認定審査の結果については、令和 3 年 2 月 5 日に発表されます。結果発表の様子について
は、広報 3 月号でお伝えします。

会長の挨拶

現地調査ジオサイト「夕日の滝」（南足柄市）

現地調査ジオサイト「福浦カツラゴ海岸」（湯河原町）

現地調査ジオサイト「三ツ石海岸」（真鶴町）
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台
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。
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を
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。
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左から鈴木会頭、小菅会長、木村会長、石川議長、
奥山議長、山口町長、守屋市長
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